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　7） 妊娠最終の 1週問に ， 體重の 減少 0。5〜 1．ekg見
られた もの が40例 （10．1％）あ るが，こ れ は 尚将來の 強

討 を俟た な け れ ば な らな い ．

　8）　分娩終了 1週後 （退院時の 測定）で は妊娠前 よ り

牢均 2．5  の 體重増加 を見る が ， 妊娠中體重増加の 少い

亀の （τ．0  以下）でほ平均 0．27kg， 多い もの （10．5  以

上 ） で は 4．8  の 増加で ， 尚分娩後の 體重 が妊娠前の 體

重 よ り少くなつ た もの が前者 109例中に 28例 （25．7％）

見られ る．

　 90． 妊娠に依 る體液量の 變動 に就て

　　　　　　　　　　　　　　（東 大 ）　田 中　敏晴

　妊娠 に依り下肢に 浮腫 を生 じ易く， 内外性器が潤軟に

な る こ と等に よ り ， 妊娠時體液量が増大す る であろ うこ

と は十分推察出來 る．

　余は 1）　T − 1824 （Evans ・blue） に よ り循環血漿量

を ， 2）　胃 ダ ン ソーダ に よ り細胞外液相を ， 3）　ア ン チ

ピ リン に よ り全體液量を． 　 4）　全體液 量 と細胞外液 と

の 差と して 細胞内液をそ れ ぞれ測定 し， 其の 他血 漿總蛋

白量 ， 血漿永分量等を測定 して ， 妊娠糎過に 伴う各 ぐの

變動を觀察した．

　 1．基 礎實驗

　各試藥 の 胎盤透過性 に就て各10例宛 の檢討 を行つ た結

果 ， T − 1824に は該透過性無く，ロ ダ ン ソーダ ， ア ン チ

tfリン に は 略 it同 程 度に 認 め られ ， 從つ て循環血漿量は

兒部分 を含 ま ず．母體の みの もの を測定 して い る こ と ，

及 び細胞外液 ， 全體液量 は 母兒兩部分を測定 して い る こ

と が明かと な っ た ．こ の 結果か ら細胞内液 の 變動も母児

兩 部 分 の 和 に 就 て 観察 して い る こ とに な る．

　實驗操作の うち， 資料溶血 の影響に 就て 各種の檢討を

加え ， 誤差 を可及的少量と した。

　 ．肛。實驗成績

　 A ）循環血漿量 （PV ）

　健康非妊婦に 就 て の 平均億が體重毎  糎 4CCであるに

比 し．PV は 妊娠初期 か ら署明な増加を示 し， 妊娠 月數

の 推移に伴つ て 漸増す る．妊娠申毒症例では毎  の 値で

認著明な増加 は認め られ ない ．

　B ）細胞外液量 （ECF ），全體液量 （TBW ）

　單な る ・體重百分率 の 値で は體脂肪量 の 多少 に 支配 され
一

定 の 増加傾向は認め られ な か つ た が ， 艦表面積比 を 計

算 して み る と妊娠月數 の 推移に伴い ，略 く一様 の増加率

を 示 し， 妊娠中毒症例で は 飆胞外液 の 増加が特に著明で

あ り，全體液量の 増加 は殆ど細胞外液 の 増加に依る こ と

が明か とな つ た ．

　 C ）細胞内液 （IC 翌 ）

　健康非妊婦の 平均値 と妊娠後期 の 平均値 との 差では

約 2．51 の 増量 を示 した が ， 個體差が相當影響す るた め

1G例の 正常妊娠例 に 就 て ， 妊娠經過中約 3 〜4 ヵ 月の 間

隔で 2 囘宛測定 し， 平均 3．8 カ 月に 工CF1 ．49 の 増量

を見 た ，

　D ）血 漿水分量並 び に血 漿總蛋白量

　個體差が相當大きい が推計學的 に觀察 して ， 血漿水分

量は妊娠經過につ れ て 多少とも増量 し ， 血 漿總蛋白量 ぽ

多少と も低下 の 傾 向を 示 した．

　結論 妊娠 に依り體液 は夫 々 増量す るが ， 最も著 しい

の は細胞外液の 増加で ， 妊娠中毒症 に於て特に甚だ しか

つ た．細胞内液も胎兒 の 値 を も 含め て の 値では あ るが か

な りの 増量を示 して お り，
こ の こ とに 就 て は未だ そ の報

告が無 く， 興昧ある點であ る．

　 91．分娩時の 物質代謝に關する 2， 3 物質の 變動

　　　　に つ い て

　　　　　　　 （都立 大塚） 小林敏政 ， 西澤正 昭

　分撫 ま女性 として 重大な 任務であり， 而もそ れ が 生 理

的な機能と して 考えられて 居 る．然 しな が ら僅 々 ユ0數時

間 の うちに 爲 ざれ る 肉體的變化 は 甚だ大であ つ て ， 母證

側の 物質代謝 の 面からみ て も可成 り著明な る變化thSあ る

こ とが想像され る．我 々 は 當院産婦 人科入 院分娩 せ る産

婦 に つ き・ 分娩前後及び産褥に於ける 母體靜脈血中2β物

質 を測定 し，複雜 な る物質代謝 の
一
端を窺 わ んと した．分

娩勞作 は可成 りの筋肉勞斷 と して の エ ネル ギー
を 要す る

爲從來 よ り種々 檢討され ， 殊に エ ネル ギー
源として の糖

の 變動を 中心 と して 多くの 文獻がみ られ て居 る．我’割ま

糖につ い ては ． そ の
一
部を先の 關東連合地方部會總魯に

發表した が ， 今冏 は血糖，焦性 ブ ドー酸，ア セ ト ン ， ア

セ ト酷酸等につ い て 總計65例の産褥婦の 分娩前後に 亙 つ

て 數同こ れらの測定を試み，血中に於け る消 長を追跡 し

た ・血糖は Folin・Wu 法，焦性 プ ドー酸 は Friedmann −

Hatttgen・清水 法 ， ア セ トン 及び ア セ ト酷酸｝ま Greenb．
ergLester 一小出法 を用 い ， 比色 は Leitz の光電比色計

に よつ た ．

　  血糖21例に つ い て は正 常分 娩 時 は ， ts　！　1“ね上昇

を示 し， 平均 ユ13  姐で あ る が ， 娩出後數時間 に して 分

娩前値 に 恢復 し， 産褥數日後は正常と略 ζ 同様である．

　  　焦性 プ ドー酸19例の 入院時平均 は 3．Omg畑でこ れ

は 健康婦人の 平均 0．9  姐を可成り上昇 して 居 るが ， de・．
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